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令和３年（食と観光対策特別委員会）開催状況

開催年月日 令和３年８月４日（水）
発 言 者 日本共産党 真下 紀子 委員
報 告 者 観光振興監、観光局長、誘客担当局長、

観光振興課長、観光事業担当課長

質 問 要 旨 答 弁 要 旨

一 観光振興とコロナ対策について
（真下委員）
１日の感染者が、７月２９日に１万人を超えて以

降、１週間平均で１万２千人を超えてます。最高は
１万４千人を超えるという状況で、東京・首都圏等
の急拡大が止まりません。北海道は、５月の時点で
重点措置を要請しようとしたところ、専門家会議の
指摘を受けて、５月１６日から６月２０日まで１か
月の緊急事態宣言に至ったわけですけれども、その
時点と比較してみますと、５月５日の７日間平均が
２０８人だったんですよね。８月１日がそれを超え
る２２４人になっています。緊急事態宣言レベルの
感染が今拡大していて、さらにデルタ株による感染
の急拡大ということですから、これはこれまでにな
い危機感を持って対応しなければならない事態だと
いうことなんですね。道は、独自対策をとってきた
んですけども、今の状況ではピークアウトも見通せ
ない、極めて深刻な状況となっています。

（一）感染症に強い北海道観光のモデルについて
（真下委員） （観光事業担当課長）
道は感染対策を徹底した新しい旅のスタイルを構 感染症に強い北海道観光のモデルについてでございま

築するために、４月から５月１５日まで、新しい旅 すが、「新しい旅のスタイル」は、同居者または個人に
のスタイル事業に取り組んできました。宿泊施設の よる道民の圏域内旅行に限定し、新北海道スタイルの実
感染防止対策についてのアンケートでは、この対策 践、黙食・黙浴の遵守に加えまして、事業者に対する誓
について「満足」、「やや満足」の割合が９７パーセ 約書及び利用者に対する同意書の提出、利用者アンケー
ントとなっていて、非常に期待されたわけです。し ト調査や抜き打ち検査の実施など、事業者の方々と利用
かし、事業中止に追い込まれました。道の考えてい 者の皆様双方のご協力のもと、感染防止対策を徹底した
る感染症に強い北海道観光のモデルとは、いったい 取組の普及・定着を図るものでございます。
どのようなものかと疑問を持たざるをえませんので、 各施設では、手指消毒剤の十分な設置や検温の実施、
この点について伺いたいと思います。また、宿泊事 黙食等を呼びかけるポスターの掲示のほか、食堂の混雑
業者感染防止対策等支援事業費を道は計上しており 状況を客室で確認できるシステムの導入など、それぞれ
まして、現在執行しておりますが、それを徹底すれ 工夫しながら感染防止対策を適切に行うとともに、利用
ば感染を防げると考えているのかどうか、併せてお 者に対する注意喚起にも取り組んでおられます。
聞きしたいと思います。 また、宿泊事業者に対する支援事業につきましては、

令和２年５月に、業界団体が策定した全国統一のガイド
ラインに基づき、各宿泊施設が行う感染防止対策に必要
な消耗品、機器、備品の導入やテレワーク環境整備など
を支援し、感染防止対策の強化を進めるものでございま
す。
道といたしましては、業界団体のガイドラインや国が

示している「新しい旅のエチケット」の遵守に加えまし
て、事業者の方々や利用者の皆様双方のご協力により、
感染防止対策を徹底した「新しい旅のスタイル」の普及
・定着を推し進めることなどを通じまして、感染症に強
い北海道観光を目指してまいります。

（二）観光シーズンの感染防止対策について
（真下委員） （観光振興課長）
そうすると、宿泊施設などでは感染対策を講じる 観光客への感染防止対策についてございますが、今回

ことによって、感染の拡散もされていないし、準備 のまん延防止等重点措置では、札幌市民及び札幌市に滞
はできているんだということですが、全道的な、全 在している皆様に対し、日中を含めた不要不急の外出や
国的な感染の拡大が収まらない限りは、この事業を 移動を控えていただくことや、その他の市町村の皆様に
開始できないし、これだけ制約をされた中で果たし 対しましても感染リスクを回避できない場合、不要不急
て、どれだけの思い出をつくることができるんだろ の外出や移動を控えることを要請しているところでござ
うという気もするわけですけども、準備は一応でき います。
ているという認識なんだというふうに思いますが、 道では、これまで事業者が行う感染防止のための衛生
しかしながら今の感染状況の中で、全国知事会が国 関連機器の導入支援や、業界団体による感染拡大防止の
への要請の中で、旅行も帰省も自粛を求めているわ ためのガイドライン策定支援をはじめ、感染防止対策を
けです。 徹底した「新しい旅のスタイル」事業を実施し、本道を
ところが、本道では観光シーズンを迎えておりま 訪れる観光客が安全・安心に旅行ができる環境を整えて

して、もう既に来道者が増加しております。行列も きたものと認識しております。
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できております。 道といたしましては、まずは徹底して感染症を押さえ
２日からまん延防止等重点措置が本道で実施され、込み、感染防止対策の強化に向けた取組支援などを進め、

札幌市が禁酒となったわけでありますけれども、飲 感染防止と社会経済活動の影響の最小化に向け取り組ん
酒が可能な札幌市以外への観光客が移動することが でまいります。
想定されます。観光客に対する全道規模の感染拡大
防止対策が必要ではないかと考えるのですけれども、
この点についてはどう取り組むのかお聞きします。

（真下委員）
観光振興機構の昨年10月から今年２月に実施した、

北海道来訪者満足度調査の下で分析されたものでも
観光の仕方が変わってきていると、人数も少なくな
って、まわりにも出かけられると。
それで、道が感染リスクを回避できない場合、不

要不急の外出や移動を控えることを要請するという
のですけれども、観光施設の方でも十分感染対策が
とれているということをあまり言うと、感染リスク
が回避できるのではないかということで出て行くの
ではないかと、移動を誘発してしまう可能性という
のはないのかと、ちょっと矛盾したようなところが
あると思うのです。
とにかく今は、移動の自粛を行って、全体として

の感染を抑えるということであれば、そのことをメ
インにしていく必要があるのではないかと、安全・
安心を強調するがあまり、今でも出かける方を増や
してはならないのではないかと思いますので、ここ
のメッセージの出し方というのは、少し気を付けな
いとならないと思います。
ですから、やはり全道規模で感染拡大を防ぐため

にどうするのかという意識付けを一緒にしていく必
要があると考えます。

（三）来道観光客の検査実施等について
（真下委員） （誘客担当局長）
感染が北海道で一時収まってきていた時期もあった 来道観光客の検査実施等についてでありますが、道では、

のですけれども、やっぱり東京で首都圏や関西圏で拡 本道を訪れる方々に対して、これまでも、空港、駅、フェ
がるとそれが地方で拡がってくるという傾向は否めな リーターミナルなどでのポスター掲示や放送による注意喚
いわけで、沖縄県では緊急事態宣言のままなんですけ 起に加え、特に往来の多い空港等では、体温測定を実施し
れども、那覇空港で、約３０分で検査結果が判明する てきたところでございます。
抗原検査を開始したということです。国のモデル事業 また、国では６月３日から３０日にかけて、新千歳空港
で無料で行える事業があって、約２８万人の搭乗者の において、モニタリング検査としてPCR検査を実施してき
うち11,681人が利用して、約４％が利用したと。１４ たところであり、道としても、これに協力してまいりまし
人が陽性疑いだという結果も出てますけど、そうする た。
とかなりな、全員が検査をすれば、相当な陽性者が出 現在、国において、８月３１日までの間、羽田空港等全
るんじゃないかということが懸念されるわけです。 国６か所の空港から北海道へ向かう利用者のうち、希望者
そうした中で、沖縄県が、県独自で検査費用はかか に対して、無料のPCR検査や抗原定量検査を実施しており

るんですけども検査を始めたと。で、沖縄県に来ると まして、道としては、引き続き、利用者への周知を図って
きは検査が必要なんだということを非常に強くアピー まいります。
ルしているんですね。で、検査費用は、抗原検査の場
合は2,000円かかり、PCR検査は5,000円で県内在住者は
3,000円だということで、希望する方が受けられること
になっているそうです。離島プロジェクトもあるよう
で。９月まで行うということなんですけども、担当が、
県の文化観光スポーツ部観光振興課となっております。
観光分野が率先して、この来県してくる方たちに対し
て検査を推奨している事業だというふうに私は受け止
めております。
それで、本道も安全な観光とコロナ終息に向けた対

策として、こういったことを実施することが非常に有
効ではないかと考えるわけです。移動の自粛を求める
だけでなくて、検査をして陽性者を把握するというこ
となしには、感染を止めることはできませんので、こ
うした対応や観光地、宿泊施設でも検査によって感染
者の把握を行うことができると、そうした道の事業を
実施していく必要があるのではないかと考えるんです
けど、いかがでしょうか。
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（真下委員）
それでは、伝わらないと思うんですよね。知事が本

当に危機的な状況だと言って、外出の自粛やそれから
来道を自粛して欲しいということを言っているわけで
すから、それに対応したことをやらないと、私は今ま
でやって来たとおっしゃってますけどね、今までやっ
て来たことでは効果がないから感染が広がっているわ
けですよね、それ以上のことをやらなかったら感染を
抑えられないわけです。その中で有効なのが検査なわ
けですから、その検査をどうやって実施をして頂くか
ということが大事なんだと思うんです。
それで、先ほど木葉委員の質疑を聞いていまして、

なるほどなと思ったんですけど、この無料のモニタリ
ング検査、モデル検査を受けたものであっても、陽性
の疑いがある場合は、搭乗の自粛が求められます。そ
うした場合に、それが嫌だから検査を受けない人がた
くさんいると思うんですよね。でも、そうした方も気
持ちよく検査を受けられるように、搭乗の自粛を求め
られたときに、北海道としてインセンティブになるよ
うな、なんて言うんですか、例えば１泊旅行をプレゼ
ントするとか、そういう場合は次を無料にするとか、
なんか首かしげてるけど、なんて言うんですか、陽性
だった人達が、行けないという思い出だけが残るんじ
ゃなくて、やっぱりその時に協力して良かったと思え
るような、何か対策が必要じゃないかと私は思うんで
すよね。それは観光の、観光としての北海道の対策と
して考えられるんじゃないかと思うんですけど、今言
ったことなんで、振興監首かしげているのでね、よく
議論しなくてはいけないと思うんですけど、でも、そ
ういうことしないと検査は受けられないと思いますし
検査を受けていただく気がないのかどうか、疑われる
かと思いますので、この点については少し議論してい
きたいと思います。

（四）今後の取組について
（真下委員） （観光局長）
今後の取組ですけれども、今回の重点措置によっ 今後における足下の取組についてでありますが、コロ

て２年連続観光自粛が求められる本道の観光業に直 ナの影響で厳しい状況にある観光産業の皆様を支援する
接支援がありません。先ほどの感染防止等支援事業 ため､道では、これまで、国の「GoToトラベル」に先駆
はあるのですけれども、それ以外の直接支援が無い けまして「どうみん割」を実施するほか、貸切バスや宿
ままなのですけれども、新しい旅のスタイル事業再 泊施設の感染リスクの低減を図る教育旅行支援など他地
開まで、どう取り組んでいこうとしているのかお伺 域に先んじて取組を進めてきたところでございます。
いします。 今年度においては、「新しい旅のスタイル」のほか、

足下では宿泊事業者が行う過年度分を含めた感染防止対
策の強化に向けた取組への支援などを通じ、社会経済活
動への影響の最小化を図る一方、道民が地元を楽しめる
観光地づくりを進めるとともに、道内旅行を再発見し、
更なる道内旅行を促進するための情報発信などに取り組
んでまいりたいと思います。

（真下委員） （観光振興監）
食と観光の委員会に入って、観光の問題で質問す 道民の意向把握ですけれども、これは宿泊事業者の皆

るのは久しいのですけれども、意見交換をしていく 様、それから旅行代理店の皆様、こういったところで我
中で感じるのですけれども、例えば、今の道内旅行 々日々かなり密な頻度で意見交換をしております。
再発見し、更なる道内旅行を促進すると、そういう 道民の皆様の意向把握、コロナ禍においてどういう旅
情報発信をしていくということをおっしゃるのです 行がしたいのか、アフターコロナにおいてどのような旅
けれども、道民が今どういう観光を望んでいるのか、行がしたいのか、旅行の形態が変わってきている。こう
そういうことは把握しているのでしょうか、私は、 いうのは、我々常に把握をしております。
皆さんがこういうのが良いと思っているのと、道民 そういったことを踏まえて、観光施策を今立案してい
一人一人がコロナの自粛生活の中で、こういう観光 るところでございますので、それはコロナ後にどういっ
をしてみたい、こういうところに行ってみたい、そ たものをやっていくのかということを、今内部で議論し
ういうことを考えているのとギャップがあるのでは ているところでございます。
ないかと思うのです。
だから、今後の取組、今、自粛期間がある中で道

民からどんな観光をしてみたいですか、道内のどう
いうところの魅力を感じたいですかとか、そういう
旅行企画というほどではないにしても、道民が求め
ているニーズの把握ということを少し把握すること
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ぐらいはした方が良いのではないかと、それでポス
トコロナの後の企画にそれを反映していくと、いう
ようなことを今準備としてすれば、道民の方も我慢
している間に希望を持てると、次のステップに行く
ときの希望が持てるのではないかと思うのですけれ
ども、そういう情報発信だけではなくて、謙虚に希
望を聞く、そういうことをやってみる必要があるの
ではないかと思いますけれども、これは伺っておき
たいと思います。

（真下委員）
そうした、道民の意向がどういうことになってい

るのかということをもう少し発信していただくと、
他の方にも相乗効果というか、そういうのも広がっ
ていくと思いますので、発信していただきながら、
更に、コロナ後を見据えた観光の振興が、爆発的に
は進まないと思いますけれども、慎重に進めていけ
るようなことが答弁されたので、今日はこれで終わ
ります。


